
1998年出上の木簡

2   1３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
濱
口
和
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
都
市
公
園
築
造
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
、
「か
し
は

ら
万
葉
ホ
ー
ル
」
の
南
東
約
二

〇
〇

ｍ
に
位
置
し
、
西
約
五

〇

ｍ
に
は
藤
原
京
西
四
坊
大

路

。
下
ツ
道

（現
国
道

一
六
九

号
線
）
が
南
北
に
通
る
。
ま
た
、

藤
原
京
復
原
条
坊
で
は
、
右
京

工
条
四
坊
南
西
坪

。
同
六
条
四

坊
北
西
坪
に
あ
た
り
、
対
象
地

の
北
部
に
五
条
大
路
推
定
線
が

ぶ
じ
わ
ら
き
ょ
う

奈
良
・藤
原

京

跡
右
京
六
条
四
坊
北
西
坪

通
る
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
中

・
近
世
の
水
田
耕
作
に
伴
う
小

溝
群
、
藤
原
京
期
の
道
路
側
溝

（五
条
大
路
北
側
溝
▼

掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・

土
抗

。
溝
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
が
出
土
し
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
で
検
出
し
た
藤
原
京
期
の
井
戸

（〇
八
七
十
Ｓ
Ｅ
）
か
ら
出
上
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
、
直
径
約

二

。
三
ｍ
深
さ
約

一
・
六
二
ｍ
を
測
る
。
井
戸
枠
は
全
て
抜
か
れ
て
い
た
が
、

木
簡
以
外
に
土
師
器

・
須
恵
器
の
杯

。
奏

・
壼
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔奉
ヵ
〕

⑪

　

□
直
者
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

Ｘ
こ

溢

ｏ解

上
端
と
右
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
。
第

一
字
が

「奉
」
で
あ
れ
ば
、
Ｆ
・シ

奉
ル
。
直

セ
ル
者
…
」
（以
下
、
裏
０

と
な
り
、
「奉
」
で
は
な
く
他
の
文
字

で
あ
れ
ば
、
第

一
字
は
物
品
名
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は

「ロ
ノ

麟

者
」
と
な
る

（以
下
、
一暴
面
０
。

な
お
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広

氏
の
ご
教
示

ょ
」

ヽ
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
（濱
口
和
弘
）

所
在
地

調
査
期
間

奈
良
県
橿
原
市
小
房
町

一
九
九
人
十

一
五
次
調
査

　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
月

―
三
月
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